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研究概要 

 連結実半単純リー群Ｇの等質擬ケーラー多様体Ｍに関する研究を推進している． 

 連結実半単純リー群Ｇに対して，Ｇの等質擬ケーラー多様体Ｍは楕円(型随伴)軌道として実現され，逆

に，楕円軌道Ｇ／ＬはＧの等質擬ケーラー多様体になる(ただし，ここではケーラー多様体を一つの擬ケ

ーラー多様体だと考えている)．従って，(例えば)群Ｇの中心が自明であるという仮定のもとで，Ｍ＝Ｇ／

Ｌはある複素旗多様体Ｇｃ／Ｑ－内の単連結な領域ＤとＧ-同変実解析的同型になる， 

    ι：Ｍ＝Ｇ／Ｌ → Ｇｃ／Ｑ－，ｇＬ→ｇＱ－． 

上記ιによってＭ＝Ｇ／ＬをＧｃ／Ｑ－内の領域とみなし，Ｇ／Ｌを(Ｇの等質)複素多様体だと考える．

そして，有限次元複素線形空間Ｖと正則準同型写像ρ：Ｑ－ → ＧＬ(Ｖ)から複素旗多様体Ｇｃ／Ｑ－上の

等質正則ベクトル束Ｇｃ×ρＶを定め，その束をＧ／Ｌへ制限することによって等質擬ケーラー多様体Ｇ

／Ｌ上の正則ベクトル束ι♯（Ｇｃ×ρＶ）を得る． 

   ι♯（Ｇｃ×ρＶ）   Ｇｃ×ρＶ 

        ↓   ι    ↓    

       Ｇ／Ｌ  →  Ｇｃ／Ｑ－  

このとき，束ι♯（Ｇｃ×ρＶ）の正則断面全体がなす複素線形空間Ｗにおいて，連結実半単純リー群Ｇの

連続表現と複素半単純リー代数 Lie(Ｇｃ)の線形表現が自然に定義される， 

    Ｇ×Ｗ∋(ｇ,ψ)→χ(ｇ)ψ∈Ｗ，  Lie(Ｇｃ)∋Ａ→Ａ＊∈End(Ｗ)． 

ここでＷの位相は半ノルムの可算族によって定まる局所凸位相である． 

 連結実半単純リー群の等質擬ケーラー多様体Ｍの典型例として，複素射影空間ＣＰｎ，複素グラスマン

多様体Ｍｎ，ｋ(Ｃ)，コンパクト型エルミート対称空間Ｇｕ／Ｋ，複素数平面内の開単位円盤Ｄ１や上半平面

Ｈ１，複素ユークリッド空間内の対称有界領域Ｄなどが挙げられる．また，複素線形空間Ｗの例としては，

Ｍ上の正則関数全体がなす複素線形空間Ｏ(Ｍ)や，Ｍ上の正則ベクトル場全体がなす複素線形空間Γ(Ｔ
１，０Ｍ)などが挙げられる．連結実半単純リー群Ｇの連続表現や複素半単純リー代数 Lie(Ｇｃ)の線形表現

などを活用しつつ，複素線形空間(＝関数空間)Ｗの研究を推進している． 

アピールポイント（技術・特許・ノウハウ等） 
 1. 複素半単純リー代数のルート系理論 

 2. 実半単純リー群の等質擬ケーラー多様体に関する研究 
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